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　ダンス文化や南海ホークスについての著作のある関西
大学の永井良和教授から、尼崎市立歴史博物館の企画展

「ダンスホールのまち尼崎」（3月26日まで、月曜休館）のご
案内をいただいた。私も以前からダンスホールが気になって
いた。大正末に道頓堀で栄えたのが、生演奏付きのダンス
ホールであり、大阪のモダニズム文化を象徴する大衆文化
のひとつなのである。
　道頓堀がジャズのメッカ、ニューオーリンズのようだったと
する服部良一の自伝『ぼくの音楽人生』で“道頓堀ジャズ”と
いう言葉をご存じの方も多いだろうし、日比繁治郎『道頓堀
通
つう

』（1930年）も「電飾と雑音の交響楽。それに一段の近代
味を加へて道頓堀は、最近、昭和時代に入るとともに、一層
“狂燥的乱舞時代”になり“ジャズ的狂燥曲”が吾人の耳

じ
朶
だ

をつんざくばかり」とする。
　春陽堂の『世界大都会尖

せん
端
たん

ジャズ文学』と題した叢
そう

書
しょ

のよ
うに、大衆的な新しい文化のシンボルとして語られるジャズだ
が、“道頓堀ジャズ”の場合は、シャンソンやラテンも含む軽音
楽全般を指し、ホールでの踊りの曲つまりダンス音楽であった。
　それが道頓堀から県境を越えて尼崎に移転し、阪神国道
沿いにダンスホールが4か所も出現したのである。『ダンスフア
ン』などダンス雑誌も尼崎で発行される熱の入りようである。
　なぜ尼崎に移ったか。大正15（1926）年12月25日の大
正天皇崩御にもかかわらず、クリスマスと重なって道頓堀で
は踊り騒ぎ、取締が強化されたとする伝説があるが、永井
先生によると確証はなく、戦後に生まれた警察批判の巷

こう
説
せつ

のひとつのようである。
　しかし昭和2（1927）年、大阪府が遊戯場取締規則を改
正し、大半のホールが営業できず他府県に移転する。踊る
大道頓堀の熱狂は、昭和元（1926）年の阪神国道（国道２
号線の大阪・神戸間）の開通もあって、神崎川をこえて尼崎
へと移っていったのである。
　阪神国道沿いにあった尼崎の4つのホールだが、昭和2

（1927）年に尼崎ダンスホールが、昭和3（1928）年、後に
「タイガー」となる阪神社交倶
楽部、昭和5（1930）年にキング・
ダンスホールと阪神会館ダンス・
パレスが開業する。キング・ダン
スホールの経営者が大阪で取り
締まる側であった元警察署長の
ふたりであったのもおもしろい。

　最も規模の大きい阪神会館
ダンス・パレスは、鉄筋コンクリー
トの本格的な建物で、夜は屋上
の塔が照明で照らし出された。
同店案内状も、
「待たれた吾らの一九三〇年、
そこには画期的な暗示と新時
代への力強い宣言とがあらゆ
る姿をして百パーセントの急テンポを以て躍進していま
す、常に時代の尖端を先駆する超高速度、燦々たる光、神
経的な交響音、新しく強烈な刺激の香り」
とあって、モダニズムらしいフレーズが踊っている。
　同店開館パンフレットを見ると、1階の舞踏場は150坪で
約150組の舞踏が可能、“最新式色彩配光器”を応用した
“燦

さん
然
ぜん

豪華なシャンデリア”が輝き、“オゾン発生器で健康第
一主義をモットー”とした。2階は30組の舞踏が可能で、専
属の舞踏教師3人がレッスンをおこなう。スペイン式の食堂
や瀟

しょう
洒
しゃ

な浴場も付設され、自動車が、道頓堀の新戎橋南詰
から30分間隔でダンス・パレスまで無料送迎した。
　河内洋画材料店（現カワチ）のマークをデザインするなど、

「ほりとらさん」の愛称で、心斎橋・道頓堀界隈で知られる洋
画家・堀寅造も関係し、「堀寅造氏創作 舞踏ポーズ人形展」
が阪神会館ダンス・パレスで開催された。開館パンフレットの
ダンサーや楽団のイラストも、この人のデザインの気がする。
　ダンスホールは時節柄、昭和15（1940）年に内務省の命
令で閉鎖されていく。戦争のために、まさにダ

、

ン
、

ス
、

が
、

す
、

ん
、

だ
、

わけだが、ディスコに行ったこともなく、ヒップホップとも縁遠
い私でも、最近の世界情勢を見ていると、文化芸術の発展
に平和の大切さを実感する。

　ご報告です。３月で私は大阪大学を定年退職する予定
で、目下、大学恒例の学内での最終講義の準備中ですが、
４月以降も本連載はつづきますので、ご愛読いただけました
ら幸いです。
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学芸員さん自らダンス・パレスの模型ま
で作る熱のいれよう。照明をいれた夜
景バージョン

ダンス・パレスで開催されたコロムビ
ア芸術家大会（昭和12年12月16日）

（平井英雄氏旧蔵写真）

送迎自動車でダンス・パレスへ
南地ゆかりの“ほりとらさん”も登場
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